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１．はじめに
　幼稚園の音楽活動や小学校音楽科授業の中心となる
のは歌唱活動である。子どもの歌唱能力を育成するこ
とは音楽科教育にとって重要な使命である。本研究者
たちは，幼・小連携の音楽カリキュラムを開発するた
めには，子どもの歌唱の実態と歌唱能力の発達の様相
を明らかにすることが必要であると考え，これまでに，
子どものピッチマッチング能力の発達に関する研究1）

や，就学前教育における音楽活動と子どもの歌唱能力
との関連性に関する研究2）等を行ってきた。前者では
子どものピッチマッチング能力を個別に評価し，後者
では発表会等での子どもたちの斉唱を評価した。しか
し，子どもの歌唱実態や歌唱能力を把握するためには，
一斉に歌唱している時の個々人の歌声を知ることも必
要である。
　斉唱時の子どもの歌声を調査した研究には，水﨑

（2008）3）がある。水﨑の研究は，幼稚園児を対象と
して，斉唱時の個々の子どもの歌声に着目し，調査し
た点で価値がある。しかし水﨑の研究では，条件の違
いによる子どもの歌唱能力の違いについては着目され
ていない。そこで本研究では，斉唱時における子ども
の歌唱実態に着目し，異なる伴奏条件でどのように子
どもの歌唱が変化するのか，また自分の声をモニター
するのとしないのではどう違うのかについて明らかに
することを目的とする。これによって，歌唱指導に対
する示唆を得たい。� （三村　真弓）

２．調査の目的と方法及び評価方法
　調査の概要は以下である。
　調査日時：平成20年12月22日
　調査対象：Ａ小学校１年生38名
　　　　　　（男子18名，女子20名）
　調査目的は，条件を変えて斉唱することによって，
子どもの歌唱がどのように変化するかを明らかにする
ことである。伴奏の有無や，自分の声をモニターする
かしないかで，音高の正確さ，声の出し方等が変化す
ると仮説を立てた。
　調査方法は以下である。調査者が，ICレコーダー

（OLYMPUS Voice Trek V-41）にマイクロフォン
（SONY ECM-C10）とイヤホンを取り付け，ICレコー
ダーを児童のポケットに入れ，マイクロフォンを児童
の襟元に付け，イヤホンを児童の片耳に装着させた。
まず自分の声をモニターしながら，「きらきら星」を，
①教師が弾くピアノ伴奏に合わせて（以下，イヤホン・
ピアノ伴奏条件），②「大きく元気に歌って」と教師
が声かけをした後ピアノ伴奏に合わせて（以下，イヤ
ホン「大きく元気に」ピアノ伴奏条件），③アカペラ
で（以下，イヤホン・アカペラ条件）で歌った。その
後イヤホンを外して，自分の声をモニターしない状態
で同じように，④ピアノ伴奏条件，⑤「大きく元気に」
ピアノ伴奏条件，⑥アカペラ条件，で歌った。ピアノ
伴奏は右手に主旋律を入れている。こうして，全員で
斉唱している際の児童の歌声を1人ずつ録音した。な
お「きらきら星」は，事前の音楽の授業３時間で歌唱
と鍵盤ハーモニカによって学習しており，全員が覚え
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３．分析結果と考察
（１）イヤホンの有無による比較
　子どもが自分の声をイヤホンで聴きながら歌うのと
そうでないのとでは歌唱がどのように異なるのかを，
条件ごとに比較したのが，図１～図３である。
　図１のピアノ伴奏条件では，ソ，ラ，ソ，ファ以外
はすべてイヤホンで自分の声をモニターしていた方が
得点が高い。イヤホン・ピアノ伴奏条件のソ，ラ，ソ
は，他の音高に比べてかなり得点が低くなっている。
イヤホンを付けて自分の声をモニターすると，ピアノ
伴奏は聞こえにくくなる。これらの音高は，この曲の
中では比較的高い音であり，ピアノ伴奏の右手の旋律
がよく聞こえた方が正確に歌えるのではないかと考え
る。また，どなり声で歌っていないかのイヤホン・ピ
アノ伴奏条件の得点は4.90であり，ほとんどの子ども
がどなり声で歌っていないことがわかる。
　図２の「大きく元気に」ピアノ伴奏条件では，イヤ
ホン無しで歌っている方が全体的に極端に得点が低
い。どなり声で歌っていないかの得点は2.34であり，
かなりどなり声で歌っていることがわかる。「大きく
元気に」と教師が言葉かけしたことによって歌声がど
なり声になり，音高の正確さも失われたことがわか
る。しかし，イヤホン「大きく元気に」ピアノ伴奏条
件では，どなり声で歌っていないかの得点が4.55と高
く，どなり声にはなっていない。つまり，自分の声を
モニターしている時は，「大きく元気に」と言われて
もどなっていないのである。したがって，個々の音高
の正確さも図１とさほど変化がなく，むしろソ，ラ，
ソの得点は高くなっている。しっかりと声を出すこと
で音高が定まり，正確な音高で歌えたとも考えられる。

て歌唱できた。
　録音した子どもの歌声は，音楽教育を専門とする大
学院生４名が５段階で評価した。評価の項目は，全体
の音高の正確さ，どなり声で歌っていないかと，最初
の４小節の音高の正確さである。最初の4小節の14の
音高のうち，同音の最初の音，すなわち□で囲ってあ
る音のみを評価の対象とした。

ド ド ソ ソ ラ ラ ソ ファ ファ ミ ミ レ レ ド

　全体の音高の正確さと全体の歌声の評価基準は表
１，個々の音高の正確さの評価基準は表２である。

� （三村　真弓，青原　栄子）

表１　評価の項目と評価基準（全体）

図１　ピアノ伴奏条件

表２　評価の項目と評価基準（個々の音高）

全体の音高の正確さ 評価 どなり声で歌っていないか 評価
ほぼ正確に歌っている ５ 全くどなり声でない ５
3/4正確に歌っている ４ 少し強く歌っている ４
1/2正確に歌っている ３ ややどなり声で歌っている ３
ところどころ合っている ２ かなりどなり声で歌っている ２
モノトーン １ すべてどなり声で歌っている １

個々の音高の正確さ 評価
ほぼ一致している ５
1/2半音以内で一致している ４
半音程度はずれている ３
全音程度はずれている ２
全くはずれている １
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きい。ソ，ラに関して，イヤホンなしの方の得点が高
いのは，周りの子どもの歌声が聞こえやすいためでは
ないかと考えられる。

点の変動が激しく，両者の得点差は，ピアノ伴奏条件
で0.85，「大きく元気に」ピアノ伴奏条件で2.56，アカ
ペラ条件で1.08開いている。
　図５の全体の音高の正確さでも，いずれもイヤホン
有りの方が得点が高い。得点差は，ピアノ伴奏条件で
0.23，「大きく元気に」ピアノ伴奏条件で1.51，アカペ
ラ条件で0.51開いている。イヤホン有りでは伴奏条件

　図３のアカペラ条件では，ソ，ラ以外はすべてイヤ
ホンでモニターしていた方が得点が高い。イヤホンの
有無による得点差は，図１のピアノ伴奏条件よりも大

　項目ごとにイヤホンの有無による得点差を比較した
ものが，図４～図６である。
　図４のどなり声で歌っていないかでは，いずれもイ
ヤホン有りの方が得点が高い。イヤホン有りの場合，
伴奏条件が変わっても高い得点を維持している。つま
り，イヤホンを付けてモニターしていればどなり声に
はならないのである。一方イヤホン無しの場合は，得

図２　「大きく元気に」ピアノ伴奏条件

図３　アカペラ条件
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得点はどなり声では歌っていないので，これが普通の
歌唱状態だとすると，ドの得点が最も高く，正確に歌
唱できており，ソ，ラ，ソの音高の得点が低く，正確
に歌唱できてないことがわかる。後者の原因としては，
ドからソへの５度跳躍進行ができていないこと，及び
頭声区への移行がうまくできていないことが考えられ
る。

が変わっても得点の変動は少ないが，イヤホン無しで
は得点の変動が激しい。
　図６は，個々の音高の正確さに関して，イヤホン有
りと無しを比較したものである。個々の音高の数値は
３つの伴奏条件の平均値である。イヤホン有りの方が
いずれも得点が高くなっている。イヤホン無しの得点
は，どなり声でモノトーンで歌っている子どもの得点
が入っているために低くなっている。イヤホン無しの

図６　イヤホンの有無別　各音高の正確さの比較

図４　イヤホンの有無別　どなり声で歌っていないか 図５　イヤホンの有無別　全体の音高の正確さの比較
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きく元気に」ピアノ伴奏条件でどなるために，音高を
正確に再生できないのである。
　図９は，伴奏条件別に見た，各音高の正確さの比較
である。ピアノ伴奏条件＞アカペラ条件＞「大きく元
気に」ピアノ伴奏条件の順序で得点が高い。小学校１
年生の段階では，まだ旋律が一緒に鳴っていないと，
正確に歌唱できないことが明らかである。学年が進む
につれて，アカペラ条件の得点がどう推移するのかが
興味深い。今後の課題としたい。また，いずれの条件
においても２番目のソの音高の得点が低い。跳躍５度
進行が難しいことがわかる。

４．おわりに
　イヤホン有りとイヤホン無しの条件では，各音の音
高の一部を除いて，他のすべての項目においてイヤホ

（２）伴奏の条件の違いによる比較
　ピアノ伴奏条件，「大きく元気に」ピアノ伴奏条件，
アカペラ条件，という伴奏の条件の違いによる得点差
を比較したものが図７～図９である。数値は，イヤホ
ン有りとイヤホン無しの得点を平均したものである。
　図７は，伴奏条件別に見た，どなり声で歌っていな
いかの比較である。ピアノ伴奏条件が最もどなってい
ない。「大きく元気に」ピアノ伴奏条件でどなる傾向
にあるのがわかる。アカペラ条件の得点がピアノ伴奏
条件より低いのは，順番が「大きく元気に」ピアノ伴
奏条件の次であったために，引き続き強く歌う子ども
がいたからである。
　図８は，伴奏条件別に見た，全体の音高の正確さの
比較である。やはりピアノ伴奏条件が最も得点が高く，

「大きく元気に」ピアノ伴奏条件が最も得点が低い。「大

図８　伴奏条件別　全体の音高の正確さの比較図７　伴奏条件別　どなり声で歌っていないかの比較

図９　伴奏条件別　各音高の正確さの比較
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したが，今後幼稚園児や小学校６年生までを対象とし
て調査を行い，発達の様相を明らかにしたい。
� （三村　真弓）
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ン有りの方が得点が高かった。イヤホンによって自分
の声をモニターすることによって，どなり声になるこ
とが避けられ，音高も正確になることがわかる。すな
わち，歌唱時にどなり声になる場合は，子どもに片手
で片方の耳を軽くふさがせ，自分の声を聴きながら歌
わせると歌声は改善させられると考えられる。
　伴奏条件の違いによる成績では，すべての項目にお
いて「大きく元気に」ピアノ伴奏条件の得点が極端に
低かった。「もっと大きく，もっと元気に歌って」と
いう教師の声かけは，就学前教育でも小学校教育でも
多々行われるが，多くの場合どなり声になってしまっ
ているのである。「大きく，元気に」という言葉は慎
重に使わなくてはならない。
　一方，ピアノ伴奏条件でイヤホン有り無しを比較し
た際に，高音部の音の得点がイヤホン無し＞イヤホン
有りとなった。また，伴奏条件別の全体の音高の正確
さでも，各音高の正確さでも，ピアノ伴奏条件＞アカ
ペラとなった。これは，１年生では，歌唱時に主旋律
が聞こえていた方が正確に歌唱できることを示してい
る。このことは，歌唱指導の際の留意点となろう。
　「きらきら星」は音域が長６度であり，子どもにとっ
ては歌いやすい曲である。Cdurで歌うと最高音はラ
であり，決して高い音高ではない。それにもかかわら
ず，ソとラの得点は低かった。ソの得点がラよりも低
かったことから，ドからソへの５度跳躍進行がとりに
くいことがわかる。教師はそのことをよく認識し，歌
唱指導をしなければならない。
　本研究では，斉唱時の個々の子どもの歌唱実態を明
らかにすることができた。今回は１年生のみを対象と




